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編 集 責 任  
教 宣 部 長  
木 川 　 治  

集
会
は
山
崎
組
織
部
長
の
司

会
で
始
ま
り
、
本
部
を
代
表
し

て
西
川
執
行
委
員
長
か
ら
ま
ず

「
２
年
連
続
の
月
例
給
、
一
時

金
の
引
き
下
げ
で
、
一
人
あ
た

り
平
均
年
間
１０
万
円
超
え
る
減

額
に
な
る
今
回
の
不
当
な
勧
告

で
あ
る
」
と
糾
弾
し
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
品
川
工
場
で
起
き

た
派
遣
労
働
者
の
死
亡
事
故
を

引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
工

場
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
引

き
起
こ
し
た
結
果
で
あ
る
と
同

時
に
、
安
心
、
安
全
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。
そ
し
て
今
次
確
定
闘
争

は
工
場
委
託
化
攻
撃
を
含
む
予

算
人
員
闘
争
も
連
動
さ
せ
て
、

職
場
か
ら
大
衆
行
動
を
強
化
し

て
い
く
な
か
で
、
闘
い
抜
く
決

意
を
こ
め
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。来

賓
に
は
自
治
労
東
京
都
本

部
勝
島
副
委
員
長
が
参
加
さ

れ
、
こ
の
間
明
ら
か
に
な
っ
た

総
務
省
、
東
京
都
の
不
当
な
介

入
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
な
か
東
京
清
掃

の
闘
い
が
都
本
部
市
町
職
の
現

業
職
は
注
視
し
て
お
り
、
公
務

員
と
り
わ
け
現
業
労
働
者
を
取

り
巻
く
状
況
は
依
然
厳
し
い

が
、
と
も
に
闘
い
抜
く
決
意
と

力
強
い
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
ま

し
た
。

ま
た
今
回
は
初
め
て
退
職
者

会
を
代
表
し
て
庄
司
事
務
局
長

か
ら
「
年
金
問
題
は
単
に
高
齢

者
の
問
題
で
は
な
く
、
現
役
世

代
の
問
題
で
も
あ
る
」
と
、
と

も
に
連
帯
し
て
い
く
決
意
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
続
い
て
染
本
部
書
記
長
か

ら
１０
月
１２
日
に
出
さ
れ
た
勧
告

の
問
題
点
と
課
題
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
現
業

任
用
制
度
と
給
与
制
度
の
問
題

点
と
要
求
の
説
明
が
あ
り
、
と

り
わ
け
技
能
長
に
関
わ
る
柔
軟

対
応
を
求
め
る
要
求
、「
２３
年

度
」
を
も
っ
て
廃
止
に
な
る
「
級

格
付
け
制
度
」
に
か
わ
る
制
度

の
要
求
等
が
今
賃
金
確
定
闘
争

の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
厳
し
い
闘
い
に
な
る

が
、
支
部
か
ら
の
闘
い
を
本
部

に
結
集
し
、
闘
い
抜
く
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
地
連
か
ら
決
意

表
明
が
あ
り
、

第
一
地
連
の
塚
原
副
議
長
か

ら
は
「
人
事
委
員
会
は
私
た
ち

の
職
場
実
態
や
生
活
実
態
を
知

ら
な
い
。
清
掃
事
業
を
取
り
巻

く
状
況
は
多
様
化
、
複
雑
化
し

お
り
、
困
難
性
が
増
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
評
価
し
早
急
に
業

務
職
給
料
表
を
提
示
す
べ
き

だ
」第

二
地
連
の
金
子
議
長
か
ら

は
「
’０７
確
定
闘
争
で
９
％
の
給

与
削
減
強
行
し
、
昨
年
、
今
年

と
２
年
連
続
で
月
例
給
、
一
時

金
を
と
も
に
引
き
下
げ
る
と
い

う
内
容
で
、
怒
り
を
通
り
越
し

て
『
ど
こ
ま
で
や
れ
ば
気
が
済

む
の
か
』
愕
然
と
し
て
い
る
。

地
連
と
し
て
よ
り
強
い
団
結
で

一
意
専
心
で
闘
っ
て
い
き
た

い
」第

三
地
連
の
増
田
議
長
か
ら

は
「
毎
年
続
く
賃
金
カ
ッ
ト
、

一
時
金
カ
ッ
ト
で
職
場
の
仲
間

は
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ

ン

は

下

が

っ

て

い

る
。

２
０
１
１
年
度
を
も
っ
て
『
級

格
付
け
制
度
』
は
廃
止
に
な
る
。

私
た
ち
は
区
民
に
満
足
し
て
も

ら
う
清
掃
事
業
を
精
一
杯
が
ん

ば
っ
て
い
る
。
組
合
員
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
賃
金
が
必
要

だ
」第

四
地
連
の
島
根
議
長
か
ら

は
「
’０７
年
の
賃
金
妥
結
で
９
％

削
減
さ
れ
、
昨
年
現
業
職
給
料

表
へ
切
り
替
え
ら
れ
た
が
、
４

割
の
人
は
昇
給
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
状
態
だ
。
何
ら
か
の
処
置
が

必
要
だ
。
こ
の
１０
年
３
回
し
か

昇
給
し
て
な
い
と
職
場
の
仲
間

か
ら
言
わ
れ
る
。
職
場
の
活
性

化
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

本本部部にに結結集集しし、、賃賃金金確確定定・・
秋秋期期年年末末闘闘争争にに勝勝利利ししよようう！！
東京清掃労働組合 第１波決起集会開催される。

１０
月
１２
日
に
特
別
区
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
て
、
当
日
に
要
請
行
動
、
２０
日
の
団
体
交
渉
で
わ
が
組

合
の
要
求
書
を
提
出
し
、
１１
月
２
日
ま
で
に
２
回
の
専
門
委
員
会
交
渉
、
ま
た
１１
月
２
日
に
は
第
３
回
団
体

交
渉
を
行
な
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
区
長
会
か
ら
は
前
向
き
な
対
応
も
な
く
、
労
使
の
主
張
は
平
行
線
の
ま
ま
で
、
わ
が
組
合
と

区
長
会
と
の
考
え
方
は
、
依
然
隔
た
り
が
大
き
く
あ
る
状
態
で
す
。

今
期
は
例
年
よ
り
早
く
要
求
書
を
提
出
後
の
翌
日
、
１０
月
２１
日
午
後
６
時
か
ら
飯
田
橋
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

で
「
賃
金
確
定
闘
争
勝
利
第
一
波
総
決
起
集
会
」
を
２
６
２
名
の
仲
間
の
結
集
を
得
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
９
日
の
第
三
地
連
を
皮
切
り
に
地
連
別
決
起
集
会
が
行
な
わ
れ
、
要
求
実
現
に
向
け
、
座
込
み
、
決

起
集
会
等
の
大
衆
行
動
を
強
化
し
よ
う
！

西川本部委員長あいさつ

編 集 責 任
教 宣 部 長
坂本 浩明

１０
賃
金
確
定

闘
争
特
集
号

経過報告をする染書記長

第一地連塚原副議長

第二地連金子議長
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ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
組
合
員

の
納
得
い
く
賃
金
が
必
要
だ
」

第
五
地
連
の
早
瀬
議
長
か
ら

は
「
今
年
の
よ
う
な
猛
暑
の
夏

も
寒
い
冬
も
区
民
の
生
活
環
境

を
守
る
た
め
、
日
々
奮
闘
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
を
正
当
に
評

価
す
る
内
容
の
提
案
を
す
べ
き

だ
」
等
々
各
地
連
か
ら
切
実
な

実
態
を
含
め
力
強
い
決
意
が
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
一
組
総
支
部
の
中
里
書

記
長
か
ら
は
「
工
場
の
委
託
化

が
推
し
進
め
ら
れ
な
か
で
、
清

掃
工
場
の
安
定
稼
動
の
た
め
、

日
夜
働
い
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
報
わ
れ
な
い
勧
告
だ
。『
平

成
２４
年
度
』
に
は
扶
養
手
当
が

一
時
金
の
算
定
基
礎
か
ら
抜
か

れ
、
減
額
に
な
る
。
分
配
さ
れ

る
が
、
格
差
が
広
が
る
。
組
合

員
が
仕
事
に
専
念
で
き
る
給
与

制
度
、
任
用
制
度
を
確
立
す
べ

き
だ
」

決
意
表
明
の
最
後
に
青
年
部

萩
原
書
記
長
か
ら
は
「
青
年
部

員
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
み
ん

な
３０
年
以
上
清
掃
の
職
場
で
働

い
て
い
く
。
将
来
に
展
望
を
持

て
る
職
場
に
す
る
た
め
青
年
部

も
先
頭
に
立
っ
て
闘
っ
て
い

く
」
と
い
う
力
強
い
決
意
を
受

け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
妻
青
年
部
長
の

音
頭
で
力
強
く
、
参
加
者
全
員

で
会
場
全
体
に
響
く
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。続

い
て
纐
纈
副
委
員
長
か
ら

「
２
０
１
０
年
賃
金
闘
争
を
は

じ
め
と
す
る
秋
期
闘
争
を
全
組

合
員
の
総
力
で
闘
い
ぬ
く
決
議

案
」
の
提
案
が
あ
り
、
満
場
の

拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
西
川
委
員
長
か
ら
闘

う
決
意
を
込
め
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
を
全
員
で
三
唱
し
、
第
一

波
総
決
起
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

第三地連益田議長

第四地連島根議長

一組総支部中里書記長 退職者会庄司事務局長

自治労都本部勝島副委員長第五地連早瀬議長 青年部萩原書記長

２
０
１
０
年
賃
金
闘
争
を
は
じ
め
と
す
る
秋
期
闘
争
を

全
組
合
員
の
総
力
で
闘
い
ぬ
く
決
議

特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
１０
月
１２
日
、
特
別
区
長
会
と
議
長
会
に
対
し
、
２
年
連
続
の
月
例
給
・
一
時
金
の
引
下

げ
と
な
る
「
２
０
１
０
年
特
別
区
職
員
の
給
与
等
」
に
関
す
る
不
当
な
勧
告
を
行
っ
た
。

「
①
月
例
給
の
公
民
較
差
が
１
、
２
５
９
円
（
０
・
３０
％
）
上
回
っ
た
た
め
給
料
表
の
引
下
げ
、
期
末
・
勤
勉
手

当
に
つ
い
て
も
、
現
行
４
・
１５
月
か
ら
３
・
９５
月
に
０
・
２
月
分
引
下
げ
改
定
。
②
地
域
手
当
を
現
行
の
１７
％
か
ら

１８
％
に
引
上
げ
、
給
与
月
額
を
引
上
げ
分
と
同
率
程
度
引
下
げ
る
。
」
と
す
る
内
容
で
あ
り
、
首
都
圏
で
生
活
す
る

特
別
区
職
員
の
厳
し
い
生
活
実
態
を
無
視
し
た
極
め
て
不
当
な
マ
イ
ナ
ス
勧
告
は
、
平
均
年
間
給
与
で
「
１
０
８
、

０
０
０
円
の
減
少
」
と
な
り
、
区
政
の
第
一
線
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
奮
闘
す
る
職
員
に
与
え
る
影
響
は
測
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

勧
告
後
の
区
長
会
要
請
で
は
、
公
民
比
較
の
不
当
性
や
清
掃
事
業
の
特
殊
性
、
困
難
性
が
多
様
で
あ
り
、
同
種
・

同
等
の
比
較
が
単
純
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
強
く
主
張
し
、
日
々
ま
じ
め
に
汗
を
流
す
職
員
の
努
力
に
報

い
る
た
め
、
特
別
区
の
主
体
性
・
独
自
性
、
何
よ
り
も
使
用
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
勧
告
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
給
料
表
を
早
急
に
提
示
し
た
う
え
で
個
別
課
題
の
協
議
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
た
。

わ
が
組
合
は
、
第
１
回
中
央
委
員
会
で
「
１０
賃
金
確
定
闘
争
等
に
勝
利
す
る
た
め
の
秋
期
年
末
闘
争
方
針
」
及
び

「
１０
勧
告
後
の
要
求
」
を
確
認
し
闘
う
体
制
を
構
築
し
た
。
そ
し
て
昨
日
の
団
体
交
渉
で
勧
告
の
不
当
性
を
強
く
主

張
し
、「
①
給
料
表
の
早
期
提
示
②
技
能
系
任
用
制
度
及
び
給
与
制
度
の
早
期
改
善
③
昨
年
勝
ち
取
っ
た
保
障
額
表

か
ら
現
業
（
業
務
）
職
給
料
表
へ
の
切
替
に
伴
う
諸
課
題
の
解
消
及
び
号
給
の
増
設
④
地
域
手
当
の
本
給
繰
入
」
な

ど
、
す
べ
て
の
組
合
員
の
昇
給
確
保
と
給
与
水
準
の
引
上
げ
を
目
指
す
具
体
的
な
要
求
を
ぶ
つ
け
た
。

区
長
会
は
、「
景
気
が
足
踏
み
状
態
で
あ
り
、
区
政
の
財
政
も
大
変
厳
し
く
、
常
に
社
会
一
般
の
情
勢
に
適
応
さ

せ
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
で
区
民
の
信
頼
が
確
保
で
き
る
。
」
と
し
、
今
勧
告
は
、「
民
間
の
給
与
水
準
が
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
あ
る
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
重
く
受
け
止
め
、
勧
告
の
趣
旨
を
尊
重
す
る
姿
勢
で
検

討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
、
不
当
に
も
勧
告
ど
お
り
提
案
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
区
長
会
の
不
当
な
対
応
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
清
掃
労
働
者
の
労
働
条
件
確
立
の
た
め
に
、
全
組
合
員

が
納
得
で
き
る
賃
金
制
度
、
人
事
・
任
用
制
度
を
早
期
に
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
区
・
一
組
当
局
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
金
融
危
機
・
不
況
を
た
て
に
財
政
難
を
理
由
と
し
た
合
理
化

攻
撃
を
仕
掛
け
、
各
区
・
一
組
で
は
「
１０
予
算
人
員
要
求
闘
争
」
勝
利
に
向
け
厳
し
い
闘
い
を
展
開
し
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
一
組
経
営
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
「
豊
島
清
掃
工
場
の
民
間
委
託
」
攻
撃
は
、
断
固
阻
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

わ
が
組
合
は
、
今
次
秋
期
闘
争
を
本
部
・
地
連
・
支
部
（
総
）
を
貫
き
全
組
合
員
が
一
丸
と
な
り
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
取
組
み
を
強
化
し
、
最
終
局
面
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
、
区
長
会
に
「
決
断
」
を
迫
り
組
織
の
総
力
を
あ
げ

闘
い
抜
く
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

２
０
１
０
年
１０
月
２１
日

秋
期
闘
争
勝
利
！
東
京
清
掃
労
働
組
合
第
一
波
総
決
起
集
会
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